
環境保全研究所・安茂里庁舎の改修について リニア関連工事で
　　　　　環境汚染

令和７年度から県立高校の
　　　　入試制度が変更？！

図書の自由について 高校再編について
　文部科学省から、北朝鮮に

よる拉致問題に関する図書の

充実を要請する内容の事務連

絡を受け、県教育委員会は、

同じ内容の通知を県立学校や

市町村教育委員会に送付した

ことについて、どのような検

討をしたのか質しました。文

科省の事務連絡は法的拘束力

がないとしても、そのまま県

教育委員会から市町村教育委

員会等に通知したことは「図

書の自由に関する宣言」に反

するものではないかと指摘し

ました。

　高校再編・整備計画第三

次（案）について、関係する

旧通学区ごとに７月末から県

内19会場で42回の住民説明会

を開催して地域住民の意見を

伺っていると言うが、小学校・

中学校の子を持つ保護者から

は「まったく説明会の日程な

どは学校から聞いていない」

という声があること。実際に

保護者の参加が少ないことを

指摘。教育現場の教職員や小

中学校・高校の保護者に広く

意見を聞くよう求めました。

　環境保全研究所・安茂里庁舎は、水・大気・土

壌など継続的なデータ収集の分析・解析はじめ、

新型コロナウイルスの検体分析、原発事故後の放

射線量分析など多様な業務を担う施設です。

　県の重要な調査・研究機関でありながら安茂里

庁舎は老朽化し、狭隘な状態、耐震補強が必要な

ため、改修を繰り返し求めてきました。

　安茂里庁舎から諏訪湖の水質などの調査・研究

分野が、諏訪湖環境研究センター（岡谷市）に集

約されるにあたり、環境保全研究所の組織の見直

しが行われる機会をとらえて、具体的に改修の検

討がされているのか質しました。

　８月６日夜の豪雨によって長野市の

西山方面に大規模な被害が発生しまし

た。７日早朝から山口県議、長野市議

団と手分けをして現地へ駆けつけ、被

害の状況を確認。関係機関に要望をつ

なぎました。

　もっとも被害が大きかった小川村に

はあらためて８日に現地調査。

　水道の断水地域には広域からの給水

活動と、県企業局の水道事業担当職員

の協力がありました。

　リニア中央新幹線工事に関連した

ＪＶ(共同企業体)が、昨年12月から

今年４月にかけて天竜川支流小渋川

付近でミキサー車やコンクリートポ

ンプ車の洗浄水をそのまま川に流し

ていたこと。さらに県道改良工事の

ＪＶが生コンまじりの水を地面に流

して行政指導など、現場のＪＶだけ

でなく、ＪＲ東海の責任を県として

求めるべきではないかと委員会で質

しました

〇前期選抜は面接と新たに学力検査を導入　

　前期選抜の学力検査は、

　　　検査Ⅰ（国・社・英）45分

　　　検査Ⅱ（数・理）30分

〇後期選抜は学力検査と新たに面接を導入

　　　対面による面接、または紙上面接

　入試制度の変更点について質しました。紙上面接で、「子どもの主体性を

図る意図がある」「生徒の優劣を決めるものではない」と高校教育課長が答

弁。

　紙上面接の必要性があるのか、受験生や教職員の負担が増えると指摘しま

した。

紙上面接は県教育委員会が定めた面接

シートを用い、同一の内容で一斉に実

施（紙上面接に要する時間は10分程度）

小川村豪雨で道路陥没・護岸壁倒壊現場視察

和田あき子ですこんにちは
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